
●刃先を素手で直接触らないでく

ださい。

●水に浸けたり、濡れたままにし

ないでください。

●直射日光が当たるところ、温度

の高いところに放置しないでく

ださい。

●火気に近づけないでください。

●子供の遊び道具にしないでくだ

さい。

●振り回さないでください。

●本書記載以外の用途では使用し

ないでください。

この度はデザイン農具シリーズ「Fumi-suki2 踏み鋤（す

き）2」をお買い求めいただき、ありがとうごさいます。

この商品は、伝統的な日本の農具に、現代の生活シーン

での使用をイメージし、デザインしました。両手で持

ち、バランスよく力をかけて土の掘り起こしのできる、

幅広の持ち手とテコ足かけ付の軽くサビにくいステンレ

ス製家庭菜園用の鋤（すき）です。ご使用前にはこの説

明書を良く読んで、正しく安全にご使用ください。

●長靴など足かけに足がかかりやすい、かかとのある履物を
履いて作業してください。

●使用前に刃先の欠け、刃部の変形・歪み、ガタツキ、持ち
手のヒビ等異常がない事を確認してからお使いください。

異常を感じた場合は、当社またはお買い求めの販売

店にご連絡ください。そのまま使用した場合、ケガ

や器具損傷等の原因になります。



〜掘り起こし〜
1.持ち手を両手で握り、刃先を耕したい箇所に差し込みます。（図-1
）

2.利き足をテコ足かけに置き、体重をかけて踏み込みます。（図-2）
3.テコ足かけが地面に接したことを確認したら、テコ足かけより足を
おろします。

4.両手で持ち手を手前に引き、テコ足かけを支点に、テコの原理で土
を掘り起こし耕します。（図-3）

〜ジャガイモなどの根菜類の掘り取り〜
1.持ち手を両手で握り、刃先が直接収穫物に当たらないよう、土中に
差し込みます。（図-1）

2.利き足をテコ足かけに置き、体重をかけて踏み込みます。（図-2）
3.テコ足かけが地面に接したことを確認したら、テコ足かけより足を
おろします。

4.両手で持ち手を手前に引き、テコ足かけを支点に、テコの原理で根
菜類を掘り取ります。（図-3）

1.使用後は、刃部や柄部に付いた土を水で洗い流します。
2.しつこい汚れは、柔らかい布やたわしを使い、水で洗い流します。
3.その後、水分を乾いた布でよく拭き取り、サビ止め油やミシン油等
を刃部やヒツ全体に塗ります。

4.直射日光を避け、屋内に保管します。

●長期間使用しない場合
1.お手入れ方法に従った後、布などで全体を巻きます。
2.屋内の冷暗所などで、刃部を下向きにして保管してください。

Q.持ち手の止め金具がしっかりはまっているのにガタツキがある。
A.持ち手に異常があります。直ちに使用を止めて、当社またはお買
い求めの販売店にご連絡ください。

柄が乾燥しすぎないようにしてください。
柄は自然木です。風、水、直射日光にさらされると劣化が進
み、折れやすくなる場合があります。
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